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ポスターとスライドの構造に基づく

ズーミングを用いたポスター閲覧方式

友安 航太1,a) 王 元元†1,b) 角谷 和俊1,†1,c)

概要：研究発表において発表者が所持するスライドを素材として作られたポスターを用いる場面が存在す

る. ポスターは研究内容を簡潔に伝える際に有用なコンテンツであるが，閲覧者にはポスターをどこから

見るべきか一見して分からないという問題がある．そこで本研究ではポスターとその素材であるスライド

の構造分析に基づき，閲覧者のナビゲーションのためのズーミング効果を用いたトランジションを自動的

に生成するシステムを提案する．
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1. はじめに

研究者は自らの研究の内容を伝える際に様々なコンテン

ツを使い分ける．研究内容を詳細に伝える場合であれば

論文を執筆し，学会での口頭発表であれば，プレゼンテー

ションコンテンツであるスライドを作成することが多い．

また，研究内容を簡潔に説明する場としてポスターを用い

た発表が存在する．論文やスライドといったコンテンツに

比べ，ポスターは研究内容の全体像を一覧できるように内

容をまとめたものであり，非常に簡潔である．また，模造

紙にプリントされたポスターであれば,閲覧者は発表の場

にいる人に限定されるが，ポスターを PCやタブレット端

末に表示することも可能であり，誰にでもポスター閲覧が

可能な環境がある．

しかしポスターの閲覧には以下の 2つの問題が存在する．

• どの箇所から見るべきか分からない
• ポスターの箇所間の関係が明示的でない
ポスターの作成者はポスターの構成を理解しているので，

ポスターのどの箇所から見るべきかということも，箇所間

がどのような意味的な関係を持つのかということも把握

できる．そのためポスターの作成者が閲覧者に対してナビ

ゲーションを行えば，閲覧者もポスターの構成を理解でき

る．しかし，作成者がいない状況において，デジタル端末

に表示したポスターを閲覧するとき，ポスターの構成を一
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見して理解することは困難である．

そこで，本研究ではデジタル端末におけるポスター閲覧

を想定し，ポスターの箇所の閲覧順を決定し，ポスターの

箇所から箇所への画面遷移時に，箇所間の関係を表現する

ズーミングを用いたトランジションを生成することで，ポ

スターの閲覧を支援するシステムを提案する．ズーミング

を用いたトランジションの例として，ポスターの箇所間が

並列な内容を説明していれば，ズームアウトにより 2つの

箇所を同時に表示することで，並列な内容であることを強

調するという演出を行う．提案システムでは，ポスターと

スライドのセットを入力し，ポスターの箇所とスライドの

構造を分析する．構造とはインデントによるテキストの階

層構造のことである．ポスター作成の際にスライドを素材

として用いる場面が存在する．特に学会においてスライド

を用いた口頭発表とポスター発表の両方を行うことがあり，

このような場面ではポスターはスライドを素材として，内

容の削減，追加を行うことで作成されることが多い．ポス

ターの箇所の閲覧順とトランジションによる閲覧者のナビ

ゲーションは，このようなポスターとスライドのセットの

分析に基づいて行う．以下，本稿では第 2章でポスターの

閲覧方式の概要と関連研究について述べ，第 3章で対応ス

ライドの決定手法について述べ，第 4章で閲覧順とトラン

ジションの生成からなるズーミング方式について述べる．

第 5章で提案するアプリケーションの一連の流れについて

述べ，第 6章でまとめと今後の課題について述べる．
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ターゲットエリアターゲットエリア
図 1 ターゲットエリア

2. ポスターの閲覧方式と関連研究

2.1 ポスターの閲覧方式

本研究では，スライドを用いて作成され，説明の内容ご

とに枠で区切られているようなポスターを対象とする．ポ

スター作成におけるスライドの変形のレベルは様々であり，

ほとんど変形されずに作成されたポスターや大きく変形し

て作られたポスター，またはその中間のレベルに位置する

ものなどが存在する．最も変形のレベルが低いポスターと

して，スライドをそのままに近い形で貼り付けて作成した

ポスターが挙げられる．次のレベルとしてスライドの順番

だけを変更して貼り付けたポスターが存在する．変形のレ

ベルが非常に高いポスターとしては，スライドの原型をと

どめておらず，構造を持たないようなものも存在する．本

研究で扱うのはその中間に位置する変形のレベルで作成さ

れたポスターである．中間に位置する変形のレベルで作成

されたポスターとは，スライドの内容の順番を変えたり，

スライドの内容を分割してつなぎ合わせたりというような

変形により作成されたポスターである．

提案するシステムでは，ポスターとポスター作成の素材

とななるスライドのセットを入力とし，ポスターの箇所と

スライドの構造を分析することで，ポスターの箇所の閲覧

順を決定し，さらに箇所間の関係をズーミングを用いたト

ランジションにより表現することで，ポスター閲覧支援の

ためのナビゲーションを実現する．本稿ではズーミングの

対象となるポスターの箇所の単位をターゲットエリアと呼

び，ターゲットエリアをポスターの各枠と定義した（図 1）．

システムは以下の手順で処理を行う（図 2）．

( 1 ) ターゲットエリアの対応スライド決定

図 2 処理の流れ

( a ) ターゲットエリアのテキストに対応するスライド

のテキストを類似テキストとして判定する

( b )テキストと類似テキストの対応を用いてターゲッ

トエリアとスライドの構造の類似度を算出

( 2 ) ズーミング方式

( a ) 決定した対応スライドに基づいて，閲覧順を決定

( b )ターゲットエリア間の意味的関係を判定し，画面

遷移時の演出効果であるトランジションを生成

2.2 関連研究

プレゼンテーションコンテンツにおけるスライド情報を

用いた研究としてWangら [1]や岡本ら [2]の研究が挙げ

られる．Wangらは発表者を撮影した映像と発表に用いた

スライドの 2つのコンテンツから [3]，意味的関係を分析

し，視聴者の要求に合致する視聴区間の抽出を行った．岡

本らの UPRISEでは発表映像とスライドの 2つのコンテ

ンツを統合コンテンツとして蓄積するとともに，その統合

コンテンツの特性を考慮したシーン検索を提案した．これ

らの研究は，本研究とプレゼンテーションコンテンツの構

造から関係を分析する点で類似している．しかし，発表映

像とスライドの 2つのコンテンツは同期しているが，本研

究で扱うポスターはスライドを変形して作成されたものあ

るため，構造分析により対応する箇所の判定を行っている

という点で異なる．

コンテンツの閲覧支援のためのナビゲーションを行う研

究として，Kobayashiら [4]や Yatsugiら [5]の研究が挙げ

られる．Kobayashiらは，略地図やWebページ情報に基づ
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図 3 ターゲットエリアとスライドの対応

く観光案内ストリートビューの自動視聴システムを提案し

た．矢次らはタグ付けされたデジタル写真を対象に，Web

を知識として導出されるタグ間の意味的関連性を踏まえ

て，スライドショーを自動的に構成するシステムを提案し

た．これらの研究と本研究は，閲覧支援のために効果的な

ナビゲーションを行うという目的が類似する．

研究発表用のポスターに関する研究として川口ら [6]や

林ら [7]の研究が挙げられる．川口らは説明内容とユーザ

の注視対象の同期関係に着目したユーザの心的状態の推定

に基づいて，ポスターを用いたプレゼンテーションをオン

ラインで行うシステムを提案した．林らは録音音声の再生

によるポスター展示説明システムを提案した．しかし，こ

れらの研究は閲覧者のインタラクションに着目したもので

あり，コンテンツの構造分析を行う本研究とは異なる．

3. ターゲットエリアの対応スライドの決定

3.1 概要

ポスターを作成する際に，作成者がスライドを素材とし

て用いる場面が存在する．そのため，ポスターの各ター

ゲットエリアには対応するスライドが存在する（図 3）．ま

た，ターゲットエリアの対応スライドは必ずしも単一のス

ライドではなく，複数の対応スライドが存在する場合が

ある．例えば，3では area1に slide1と slide13という複

数のスライドが対応している．また，slide10は area4,と

area5 という複数のターゲットエリアに対応している．本

章ではターゲットエリアの対応スライド判定手法について

述べる．

本研究では，ターゲットエリアとスライドの類似するテ

キスト及び，構造の類似度を用いて対応スライドを決定す

る．ターゲットエリアとスライドが持つ構造とは，インデ

ントによるテキストの階層構造のことである．まず，テキ

ストの分析により，ターゲットエリア中のテキストと類似

したスライド中のテキストを判定し，さらにターゲットエ

リアとスライドの構造を分析することで，ターゲットエリ

アと類似した構造を持つスライドを判定する．これによ

り，ターゲットエリアとテキストと，構造が類似するスラ

イドを対応スライドと判定する．テキストの類似のみを判

定に用いた場合，ターゲットエリアのテキストと類似する

スライドのテキストが複数のスライドで出現することがあ

り，それらには実際には対応スライドではないスライドも

含まれている．そのため，テキストの類似のみではなく，

ターゲットエリアとスライドで類似テキストがどのような

構造において出現しているかを分析することで正確な対応

スライドの判定を実現する．

本稿ではインデントによる階層構造を以下のように定

めた．

• タイトルを階層の最上位である 1とする

• 本文の最上位を 2としてインデントが深くなるたびに

1階層ずつ増やす

3.2 類似テキストの判定

本節では，ターゲットエリアのテキストに類似するス

ライドのテキストを以下の式から求める．

Simt(ti, tj) =
|Karea ∩Kslide|

|min(Karea,Kslide)|
(1)

T = {t1, t2, t3, t4, · · · , tn} (2)

T ′ = {t′1, t′2, t′3, t′4, · · · , t′n} (3)

ここで 1つのテキストは階層の 1項目とし，ターゲット

エリアとスライドのテキストに含まれるそれぞれの単

語の集合から類似度を算出する．具体的にはターゲッ

トエリアのテキストに含まれる単語集合Kareaとスラ

イドのテキストに含まれる単語集合Kslideから，シン

プソン係数により算出したテキストの類似度 Simt が

閾値以上となるスライドのテキストをターゲットエリ

アの類似テキストとする．これによりターゲットエリ

アのテキスト集合 T に対して，集合の要素である各テ

キストに対応するスライドの類似テキスト集合 T ′ が

求められる．

テキスト ti と類似テキスト t′i は同様の内容のテキス

トであると見なし，次に述べる構造の類似度算出にお

いて ti = t′i として扱う．

3.3 構造の類似度算出

構造の類似度はターゲットエリアとスライドの階層構

造においてテキストと類似テキストがどのような構

造で表されるかにより算出される．ここで算出した値

により対応スライドを決定する．構造の類似度はター

ゲットエリアの構造におけるテキストの出現階層の階

層関係とスライドの構造における類似テキストの出現

階層の階層関係の一致により求める．

基本的な考え方として，例えばターゲットエリアにお
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いてテキスト t1 が 1階層に出現し，テキスト t2 が 2

階層に出現するとする．それに対してスライド X で

はテキスト t2 の類似テキスト t′2 が 1階層に出現し，

テキスト t1 の類似テキスト t′1 が 2階層に出現する．

またスライド X では類似テキスト t′1 が 1階層に出現

し，類似テキスト t′2 が 2階層に出現する．この場合，

スライド X ではテキストの出現階層がターゲットエ

リアと逆転している．また，スライド Y ではターゲッ

トエリアとテキストの階層関係が一致している．この

とき，ターゲットエリアの対応スライドはテキストの

階層関係が一致しているスライド Y と考える．

ターゲットエリアにおけるテキスト ti の出現階層

level(ti)の階層関係は以下のように表す．level はテ

キストの出現階層の番号を返す関数である．

– level(ti) < level(tj)：テキスト ti がテキスト tj より

出現階層が上位

– level(ti) > level(tj)：テキスト ti がテキスト tj より

出現階層が下位

– level(ti) = level(tj)：テキスト ti とテキスト tj の出

現階層が同位

また,スライドにおける類似テキストの出現階層の階

層関係も同様に表す．テキストの階層関係の集合をHt

と表し，以下の例のように表す．

Ht = {level(t1) < level(t2), · · · ,

level(t3) = level(t4)} (4)

また，類似テキストの階層関係を H ′
t として同様に

表す．

Sims(areai, slidej) =
|HT ∩H ′

T |
|min(HT , H ′

T )|
(5)

構造の類似度 Sims はスライドの類似テキストの出

現階層の階層関係 H ′
t を分母とし，ターゲットエリア

の類似テキストに対応するテキストの出現階層の階

層関係 Ht と，スライドの類似テキストの出現階層の

階層関係 H ′
t の共通部分を分子として求める．構造の

類似度 Sims(areai, slidej) が閾値以上となるときの

スライドを対応スライドと判定する．また，閾値以

上となるスライドが存在しない場合，構造の類似度

Sims(areai, slidej)が最も高くなるスライドを対応ス

ライドとする．図 4に対応スライドの例を示す．図で

は，ターゲットエリアのテキストに対応するスライド

の類似テキストの階層関係が，ターゲットエリアにお

けるテキストの階層関係と一致している．このような

場合，スライドはターゲットエリアの対応スライドと

判定される．

4. ズーミング方式

本章では,ターゲットエリアの閲覧順とトランジション

t’2t’3t’1t’4t’5
ターゲットエリア スライドt1 t3t2t4t5

図 4 対応スライドの例

図 5 閲覧順の決定の例

の生成を用いたズーミング方式について述べる．閲覧順と

はポスター中で区切られたターゲットエリアを閲覧する順

序である．トランジションとは，ターゲットエリア間の画

面遷移時に，ズーミングによりターゲットエリア間の関係

を表現する演出である．ズーミングによる演出はズームイ

ン，ズームアウト，パンの 3種類のカメラワークの組み合

わせにより行われる．これにより，ポスター閲覧者のター

ゲットエリア間の関係の理解を支援する．

4.1 閲覧順の決定

ターゲットエリアの対応スライドに基づく閲覧順の決定

について述べる．閲覧順の決定はターゲットエリアに対応

するスライドのスライド番号に基づいて行う．これはポス

ターが一覧性を重視して作られているのに対して，スライ

ドは流れを重視して作られているため，スライドの流れに

沿う閲覧順が自然な閲覧順になると考えられるためであ

る．しかし，ターゲットエリアと対 x応スライドの関係は

常に一対一ではなく，1つのターゲットエリアに複数の対

応スライドが存在する場合や，１つのスライドが複数の

ターゲットエリアの対応スライドとなる場合がある．その

ため，ターゲットエリアとスライドの対応関係を考慮して

閲覧順を決定する必要がある．

閲覧順決定の例を図 5で説明する．対応スライドの順序

に沿うように閲覧順を決定していくため，まず対応スライ

ドの順序が「1」である area1の閲覧順を「1」とする．次

に対応スライドの順序が「2」となる area3の閲覧順を「2」

とする．そして対応スライドの順序が「3」となる area2の

閲覧順を「3」とする．対応スライドの順序が「4」となる

ターゲットエリアは area3である．しかし，ここで area2

の閲覧順は「3」となっているので，area 2の閲覧順を「3,
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4」とすると連続して同じターゲットエリアを閲覧すること

になってしまう．このようにターゲットエリアに複数の対

応スライドがあり，閲覧順が連続する場合には，新たに次

の閲覧順をつけない．そのため area2の閲覧順に「4」は

つけない．次に対応スライドの順序が「5」となるターゲッ

トエリアの閲覧順を「4」とする．しかし，例では対応ス

ライドの順序が「5」となるターゲットエリアは area4と

area5の 2つが存在する．この場合，ターゲットエリアの

テキストと対応スライドの類似テキストがより上位の階層

において対応している方を優先して次に閲覧するターゲッ

トエリアとする．例では area4が対応スライドとより上位

の階層において対応しているとする．そのため area4の閲

覧順を「4」とし，area5の閲覧順を「5」とする．最後に対

応スライドの順序が「6」となる area1の閲覧順を「1, 6」

とする．対応スライドの順序の末尾は「6」であるため，閲

覧順の決定を終了する．

4.2 トランジションの生成

ターゲットエリア間の画面遷移時の演出効果であるトラ

ンジションの生成について述べる．生成するトランジショ

ンはターゲットエリア間の関係により決定する．

4.2.1 ターゲットエリア間の関係

ポスター中のターゲットエリアはある研究内容について

まとめられたポスターの一部であり，ターゲットエリアは

他のターゲットエリア間と意味的な関係を持つ場合があ

る．例えば，ターゲットエリア間の意味的な関係について

例を述べる．ポスターのあるターゲットエリアで「本研究

の概要」がタイトルとなっているターゲットエリアからみ

て，「アプローチ」がタイトルとなっているターゲットエリ

アは詳細化しているという関係にある．これは「本研究の

概要」がタイトルとなっているターゲットエリアで「アプ

ローチ」の他に「背景」が説明されているのに対し，「ア

プローチ」がタイトルとなっているターゲットエリアでは

「アプローチ」に特化して詳しく説明されていると考える

ためである．また，意味的な関係を持つターゲットエリア

間ではターゲットエリア間の変化に特定の傾向があると考

える．「アプローチ」に関して詳細な内容を説明している

のであれば，ターゲットエリアは，「アプローチ」に特化

した内容になるため，「アプローチ」の出現する階層が上

位化するという傾向が考えられる．上位化とは，ターゲッ

トエリア内でテキストが出現する階層が浅くなることであ

る．また，テキストが出現する階層が深くなることを下位

化と言う．本研究ではターゲットエリア間の関係として以

下の 4種類を定義した．　

• 汎化関係：あるターゲットエリアから他のターゲット
エリアに対してより一般的な内容を説明しているとい

う関係

• 詳細化関係：あるターゲットエリアから他のターゲッ

トエリアに対してより詳細な内容を説明しているとい

う関係

• 並列関係：あるターゲットエリアと他のターゲットエ
リアが同程度の内容を説明しているという関係

• 無関係：あるターゲットエリアと他のターゲットエリ
アの内容が無関係

関係の判定にはテキストを用いるが，ポスターは研究内

容を簡潔にまとめたものであるため，分析に用いることの

できるテキストの分量が非常に少なく，それらからター

ゲットエリア間の関係を判定することは困難である．そこ

で，ターゲットエリア間の関係判定にターゲットエリアの

対応スライドのテキストを用いることで，ターゲットエリ

ア間が持つ関係を判定できると考える．4種類の関係は対

応スライドにおけるテキストの出現階層の変化から判定可

能である．出現階層の変化とは，同様のテキストが 2つの

スライドにおいて異なる階層に出現することである．閲覧

順が前後である 2つのターゲットエリア間の対応スライド

においてテキストの出現階層の変化が特定の傾向を持つと

き，2つのターゲットエリア間の関係が判定される．

出現階層の変化に基づく判定の際に，どの対応スライド

を対象とするかについて説明する．遷移元のターゲットエ

リアと遷移先のターゲットエリアのスライドの対応が共に

一対一の場合には，判定の対象とする対応スライドは 1組

に決まる．また，ターゲットエリアに対して対応スライド

が複数あった場合は，遷移元のターゲットエリアの対応ス

ライドと遷移先のターゲットエリアの対応スライドそれぞ

れの総当たりで作った組み合わせを，関係判定に用いる対

象の対応スライドとする．

テキストの出現階層の変化を分析するための前処理とし

て，対応スライド間に出現する同様の内容のテキストを求

める．これにより，対応スライド間においてどのテキスト

の出現階層が変化したかを判断することができる．関係判

定の対象となる 2つのターゲットエリアのそれぞれの対応

スライドにおいて，各テキストから総当たりで類似度を求

め，閾値以上となるテキスト同士を同様のテキストとみな

し，これを関係判定テキストと呼ぶ．対応スライドがター

ゲットエリアに対して複数あるときは，遷移元のターゲッ

トエリアの対応スライドと遷移先のターゲットエリアの対

応スライドに関して総当たりで処理を行う．

• 詳細化関係判定　
ターゲットエリア間のそれぞれの対応スライドにおいて

以下の条件を満たすとき，ターゲットエリア間の関係を詳

細化と判定する．

upper(slidex, slidey) > lower(slidex, slidey) (6)

upper(slidex, slidey)は遷移元のターゲットエリアの対応

スライド slidexから遷移先のターゲットエリアの対応スラ

イド slidey に対して出現階層が上位化した関係判定テキス
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- 手法１

- 手法２

アプローチ

手法１ 手法２

スライドA スライドB

スライドC

並列並列並列並列

- 手法１

- 手法２

アプローチ

手法１ 手法２

スライドA スライドB

スライドC

並列並列並列並列

図 6 並列関係

トの数を返す関数である．出現階層が上位化した関係判定

テキストの数を返す関数である．また lower(slidex, slidey)

は遷移元のターゲットエリアの対応スライド slidexから遷

移先のターゲットエリアの対応スライド slidey に対して出

現階層が下位化した関係判定テキストの数を返す関数であ

る．上位化した関係判定テキストの数が下位化した関係判

定テキストの数より多いとき，ターゲットエリア間の関係

を詳細化関係と判定する．

• 汎化関係判定
ターゲットエリア間のそれぞれ対応スライドにおいて以

下の条件を満たすとき，ターゲットエリア間の関係を汎化

と判定する．

upper(slidex, slidey) < lower(slidex, slidey) (7)

下位化した関係判定テキストの数が上位化した関係判定テ

キストの数より多いとき，ターゲットエリア間の関係を詳

細化関係と判定する．つまり，詳細化判定と逆の条件を満

たすターゲットエリア間の関係を汎化関係と判定する．

• 並列関係判定
閲覧順が前後であるターゲットエリアがそれぞれスライ

ドと一対一で対応しており，ターゲットエリア間のそれぞ

れ対応スライドにおいて以下の条件を満たすとき，ター

ゲットエリア間の関係を並列と判定する．

upper(slidex, slidey) = lower(slidex, slidey) (8)

上位化した関係判定テキストの数と下位化した関係判定

テキストの数が同じであり，それぞれの対応スライドのタ

イトルとなるテキストが同位の階層で出現し，その同じテ

キストを上位に持つスライドが存在するとき，ターゲット

エリア間の関係を並列関係と判定する．並列関係の判定条

件を例で説明する（図 6）．「手法 1」をタイトルとする対

応スライド Aと「手法 2」をタイトルとする対応スライド

Bが存在する．さらに「手法 1」と「手法 2」が同じ階層に

出現しており，それらが共に「アプローチ」の下位となる

スライド Cが存在する．このとき，対応スライド Aと対

応するターゲットエリアと対応スライド Bと対応するター

ゲットエリアを並列関係と判定する．

• 無関係
どの関係判定の条件も満たさないとき，ターゲットエリ

ア間に意味的な関係が無いと見なし，無関係とする．

PanPan
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図 7 パン
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図 8 ズームアウト（並列関係エリア）
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図 9 ズームイン
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図 10 ズームアウト（全体）

4.2.2 トランジション

これらの判定したターゲットエリア間の関係に基づくト

ランジションについて説明する．トランジションとは現在

閲覧しているターゲットエリアから次のターゲットエリア

に画面が遷移する際の演出効果である．トランジションは

ズームイン，ズームアウト，パンの 3種類からなるズーミ

ングによりターゲットエリア間の関係を表現する．これに

より閲覧者にターゲットエリア間の関係を効果的に伝え，

閲覧を支援する．

• 詳細化・汎化関係：パン
　閲覧順が前後となるターゲットエリア間の関係が詳細化

関係，もしくは汎化関係となるとき，ターゲットエリア間

のトランジションはパンとなる（図 7）．ターゲットエリア

間が詳細化関係，汎化関係であるとき，これらのターゲッ

トエリアでは連続した内容について説明していると考えら

れる．そのため，パンにより表示領域の移動のみによる遷

移で，遷移元のターゲットエリアと遷移先のターゲットエ

リアの内容の連続性を強調する．
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図 11 出力例

• 並列関係：並列関係エリアへのズームアウト→ズーム
イン

閲覧順が前後となるターゲットエリア間の関係が並列関

係となるとき，ターゲットエリア間のトランジションは並

列関係エリア（並列関係にあるターゲットエリア）へのズー

ムアウトを行い（図 8），ズームインにより遷移先に遷移す

る（図 9）．ターゲットエリア間が並列関係となるとき，こ

れらのターゲットエリアでは同程度の内容が説明されてい

る．ズームアウトにより並列関係エリアを同時に閲覧する

ように表示領域を拡大し，ズームインにより遷移先のター

ゲットエリアを閲覧するように表示領域を縮小する．並列

関係エリアを同時に見せ，次に遷移先のターゲットエリア

を見せることにより，ターゲットエリア間が同程度の説明

をしていることを強調する．

• 無関係：ポスター全体へのズームアウト→ズームイン
閲覧順が前後となるターゲットエリア間の関係が無関係

となるとき，ターゲットエリア間のトランジションはポス

ター全体へのズームアウトを行い（図 10），遷移先にズー

ムインにより遷移先に遷移する．ターゲットエリア間が無

関係であるとき，これらのターゲットエリアでは独立した

内容について説明していると考えられる．ズームアウト

によりポスター全体を俯瞰するように表示領域を拡大し，
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ズームインにより遷移先のターゲットエリアを閲覧するよ

うに表示領域を縮小する．ポスター全体を一度俯瞰するこ

とで，遷移元のターゲットエリアと遷移先のターゲットエ

リアが独立であることを強調する．

5. アプリケーション

本章では，提案する閲覧方式を用いたアプリケーション

を例で説明する．例では 6つのターゲットエリアがあり，

それぞれは「本研究の概要」，「アプローチ」，「手法 1」,「手

法 2」，「プロトタイプシステム」，「実験」について説明し

ている．生成された 7回のトランジションを図 11で示す．

初期画面ではポスター全体を表示する．ポスターの閲覧

順はターゲットエリアと一致するスライドの順番に基づい

て決定される．スライドが「研究の概要」といった内容か

ら始まるようなものであれば，ポスターにおいて「研究の

概要」に一致するようなターゲットエリアにズームインす

る．これが 1回目のトランジションである．

2回目のトランジションでは，「研究の概要」から「アプ

ローチ」に遷移する．「アプローチ」は「研究の概要」で説

明していることについて，より特化して詳細に説明してい

る内容である．この 2つの内容はそれぞれ独立ではなく，

連続した内容と言える，そのため，パンによる表示領域の

移動のみで遷移することで内容の連続性を強調する．

4回目のトランジションでは「手法 1」から「手法 2」に

遷移する．「手法 1」と「手法 2」は同じ内容の手法につい

て 2つに分割して説明しているものである．つまり「手法

１」と「手法２」は同程度の説明がされている並列な内容

である．そのため，遷移の際には並列な内容である「手法

１」と「手法２」が同時に見えるようにズームアウトし，

次にズームインで「手法２」ni 遷移する．これにより 2つ

のターゲットエリアが並列な内容であることを強調する．

5回目のトランジションでは「手法 2」から「プロトタイ

プシステム」に遷移する．「プロトタイプシステム」では画

面イメージのみを説明しているので「手法 2」と「プロト

タイプシステム」には意味的な関係が無い．そのため，「手

法 2」から「プロトタイプシステム」のターゲットエリアに

遷移する際には，一度ポスター全体を俯瞰するようにズー

ムアウトし，次に遷移先である「プロトタイプのイメージ」

にズームインすることで内容の独立性を強調する．

7回目のトランザクションでは「実験」から「研究の概

要」に遷移する．素材となったスライドの中に発表のまと

めを説明しているスライドがあったとき，一致している

ターゲットエリアが「研究の概要」を説明しているター

ゲットエリアと同一となる場合がある．この場合，「研究

の概要」のターゲットエリアを再度見せることにより，ス

ライドでの最後に発表のまとめを説明するという流れを再

現することができる．また，「実験」と「研究の概要」に意

味的な関係はないため，全体にズームアウトし，次に遷移

先の「実験」にズームインにより遷移する．

6. おわりに

スライドを素材として作成されたポスターとスライドの

構造分析に基づいたズーミングによる閲覧方式を提案し

た．また，今後の課題として以下の三点が挙げられる．

• 提案方式の有効性の検証
• ポスターとスライドの差の分析
• 構成が複雑なポスターの分析
本稿ではポスターの箇所に対応するスライドに基づいた

閲覧方式を提案したが，今後はポスターとスライドの差の

分析をすることが必要である．ポスター作成の際のスライ

ドの変形とは，内容の削減や順番の変更等だけではなく，

スライドには無い情報をポスターに追加している場合も存

在する．このようなポスターとスライドの差の分析で，よ

り高度なナビゲーションが実現できると考えられる．また，

より複雑な構成のポスターの分析も検討する．例えば，ポ

スターには説明の内容を区切る枠の中にさらに枠が存在す

るものもある．このようなポスターの分析を行うことで提

案方式の適用範囲が広がると考える．
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